
第６学年 算数科 単元構想 

 

【単元名】 「ならび方と組み合わせ」（学校図書）（全７時間、本時５時間目） 

【単元目標】 

知識・技能 思考力・表現力・判断力 主体的に取り組む態度 

D（２）ア 

・起こり得る場合を順序よく整理す 

るために，落ちや重なりがないよう

に図や表などを用いた調べ方を理解

することができる。 

D（２）イ 

・事象の特徴に着目し、順序よく整理す

る観点を決めて調べる方法を考えるこ

とができる。 

 

・事象の特徴に注目して，起こり得る 

場合について，落ちや重なりがない

ように工夫して考えようとする。 

【既習内容】                      【高学年ブロック目指す子ども像】 

 

 

 

 

 

【児童の実態】 

 

 

 

 

 

 

 

【指導工夫】 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

主体的

に学ぶ 

（１）日常と関連させて課題をとらえる。 

（２）見通しを持って粘り強く課題に取り組む。 

（３）問題解決の過程を振り返り、自分の学びの変容

を自覚し、次の課題へつなげる。 

（１）は全時間、（２）は４時間目、 

（３）は７時間目 

対話的

に学ぶ 

（１）数の関係性などの見方・考え方を働かせ、筋道

を立てて自分の考えを表現する。 

（２）友だち、先生、これまでの先輩、数学学者が考

えた方法を聞いて整理し、自分の考えを広げた

り深めたりする。 

（１）は３時間目、（２）は１時間目 

深く学

ぶ 

（１）様々な考えの中から、共通点を見つけたり、よ

り良いものを選んだりする。 

（２）数学的な見方・考え方を働かせて、理解を深め

たり、概念を形成したりする 

（１）は５時間目。（２）は２・６時間目。 

○見通しをもって粘り強く取り組むことができる。 

○友だちの考えを聞いて、自分の考えを広げることができる 

△筋道を立てて自分の考えを表現する時にうまく言葉で伝えられないことが

ある。 

△既習学習と関連させ、数学的概念を形成していくことに個人差がある。 

「主体的・対話的・深い学びを通して、学び合い高め合う子どもの育成を目指して」 

・体育のバスケットボールの授業（日常生活）を学習課題に取り入れることで、具体的な

イメージをもって、もし３人だったら、もし４人だったらとより発展させた学習課題を

自分たちでつくり出すことができると考える。  

・学習を進める中でより効率的に解決する方法に気づかせることで、考えを広げていく便

利さを体験できると考える。 

・今回の学習では立式だけでなく、表や樹形図を活用して問題を解くことになる。表や樹

形図を活用した考え方を繰り返し伝える中で、自分の考えをより上手に伝えられるよう

になっていくと考える。 

・問題を解く中で、どのような設定の並び順の問題でも、３人の並び順は６通り、４人の

並び順は２４通りと、答えに規則性があることに気づかせ、並び順の概念の形成を促進

させる。 

・学習の終わりに感想を取り入れるようにして、子どもの疑問を大切にした授業展開をし

ていく。そのため、子どもの思考によっては単元構想を変更していく。 

４年生 

折れ線グラフと表 

・資料を整理する 

・２次元表の表し方・読み方 

６年生 

ならべ方と組み合わせ方 

・場合の数の調べ方 

・順列・組み合わせの素地 

中学２年 

確率 



【単元構想】（全７時間扱い 本時⑤時間目） 

段階 学習

課題 

主発問と主な学習活動 

 

子ども像へ向けた授業作りの工夫   と    目指す子ども像 評価規準 

見通

し① 

バ
ス
ケ
ッ
ト
ボ
ー
ル
の
授
業
の
様
々
な
活
動
の
問
題
を
解
い
て
い
こ
う
。 

・体育のバスケットボール

の授業で、どんな活動を

すると良いか考え、イメ

ージをもたせる。 

・ドリブル、シュート、パ

ス練習、試合を体育でし

ていくことをイメージさ

せる。 

＜ドリブルの問題＞ 

・土屋さん・飯島さん・

井上さんの３人でドリ

ブルリレーをします。

３人の走る順番は何通

りありますか。 

・走る人の名前を記号化し

て考えるとよいことを理

解する。 

 

 

 

 

 

 

 ・順列について、落

ちや重なりが 

ないように工夫

して順序よく調

べようとしてい

る。（主体的な態

度）（ノート・発

言） 

課題

解決 

② 

＜ドリブルの発展問題＞ 

・４人ずつドリブルでリ

レーをします。４人の

走る順番は何通りあり

ますか。 

・先頭を一人決めて、他の

考え、４倍すると答えが

速く考えられることを知

る。 

・樹形図について知る。 

 

 

 

 ・具体的な事柄につ

いて整理する際、

落ちや重なりのな

いように、図や表

を適切に用いた

り、名前を記号化

して端的に表した

りして、順序よく

筋道立てて考えて

いる。（思考力・

表現力・判断力） 

（ノート） 

ABC と記号を使っても

速く調べられるよ。 

 

最初に一人目を決めて、その人が一番の場

合をまず考えると、忘れている組み合わせ

がなくなると思うよ。（表の考え方） 

名前を一人ずつ書いて

いけば答えが出る。 

名前を先頭の文字だけ

にすると速く調べられ

るよ。 

先頭を決めれば、いつも先頭が同じになる

から、先頭の名前を毎回書かなくても良い

よ（樹形図の考え方） 

 

樹形図や表を次の時間使ってみたい。 

 

ABCD など簡略して書

いても、全通り書くこと

は大変。工夫がいる。 

A が先頭の場合を考

え、×４すれば速い

よ。 

 

答えが３人は６通り・

４人は２４通り。じゃ

あ、５人は１２０通

り？ 

 

朝学習の活用をする 

もうドリブルの問題は

解けるよ。 

 

 

次の課題へ 

【対話的な学び（２）】「考えを交流

し合う」 

友だちが考えた方法を聞いて整理

し、自分の考えを広げたり深めたり

する。 

【深い学び（２）】「より効率的な解

き方を考える」 

数学的な見方・考え方を働かせて、

概念の形成をする。 



課題

解決 

③ 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

＜ドリブルの発展問題＞ 

＜レベルアップ＞ 

・ドリブルでリレーをし

ます。４人の中から３

人選んで行うとき走る

順番は何通りあります

か。 

 

 ・順列について、落

ちや重なりが 

ないように順序

よく整理して調

べることができ

る。（知識・理

解）（ノート・発

言） 

課題

解決 

④ 

＜シュートの問題＞ 

・フリースローを行いま

す。３回続けてシュー

トした時、フリースロ

ーの結果は何通りあり

ますか。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 ・順列について、落

ちや重なりが 

ないように順序

よく整理して調

べることができ

る。（知識・理

解）（ノート） 

今度は３人選ぶこと

になった。 

答えが前回と同じ２

４通りだ。３人選ぶ

と、残りの一人も確

定するから、答えが

同じなんだね。 

自分の力で表や樹

形図を活用すると

解決できた。もう

慣れたぞ。 

今度はシュートの

問題だ。これまで

と違って、「入

る」「入らない」

の２つしかない。

答えの数は少なそ

う。 

【対話的な学び（１）】「自分の考え

を伝え合う」 

数の関係性などの見方・考え方を働

かせ、筋道を立てて自分の考えを表

現する。 

 

４人から２人選ぶ場合

は？ 

朝の学習を活用する 

ドリブル以外にはどん

な問題があるの？ 

次の課題へ 

【主体的な学び（２）】「課題解決の

見通しをもつ」 

見通しを持って粘り強く課題に取り

組む。 

 

 

 

 

 

 

 

今回も樹形図や表

を活用することで

課題を解決するこ

とができた。 

ドリブル・シュート以外に

はどんな問題があるの？ 
シュート４回だったら？ 

朝の学習を活用する 次の課題へ 

パスの問題だった

ら？ 

６時間目に扱う 



課題

解決 

⑤ 

本時 

 

 

 

 

 

 

＜試合の問題＞ 

・４つのチームでバス

ケットボールの試合

をします。どのチー

ムも１回ずつ試合を

すると、全部で何試

合になりますか。 

・並び替えと組み合わせの

違いを知る。 

・表や図を用いて考える。 

・多角形の辺や対角線を使

って調べる考えを取り上

げる。 

・それぞれの考えについて

話し合う。 

 ・４チームで試合を

する場面につい

て、整理する観点

を決めて調べる方

法を考えることが

できる。（思考

力・表現力・判断

力）（ノート） 

課題

解決 

⑥ 

 

 

＜試合の発展問題＞ 

＜パスの問題＞ 

・パス練習をします。５

人から２人選んでパス

練習をします。組み合

わせは全部で何通りあ

りますか。 

 

 ・組み合わせについ

て、落ちや重 

なりがないよう

に、図や表を用

いて、順序よく

筋道立てて考

え、調べてい

る。（知識・理

解）（ノート）

（発表） 

振り

返り 

⑦ 

・しあげの練習問題に取り

組み、学習を振り返る。 

 ・これまで学習した

ことを参考に、落

ちや重なりなく調

べるようとしてい

る。（主体的な態

度）（ノート） 

 

 

 

 

樹形図や表・線で

つなぐなど様々な 

方法を学べた。 

そんなやり方もあるん

だ！！使ってみたい。 

選ぶ問題だ。前回と同

じく順番は関係ない

ね。重なりに注意だ。 

様々な方法を使って

解けたし、説明でき

たよ。 

１試合ずつだからだ

AB と BAで数えては

いけないね。 

表を使うと、リーグ戦

の表と同じになった。 

線でつなぐやり方もあ

るよ。 

【深い学び（１）】「考えを交流し合

う」 

様々な考えの中から、共通点を見つ

けたり、より良いものを選んだりす

る。 

【主体的な学び（３）】「学習の振り

返りを通して」 

問題解決の過程を振り返り、自分の

学びの変容を自覚したり、次の学習

へつなげたりする。 

【深い学び（２）】「試合の問題と同

じ系統の問題である理由を考える」 

数学的な見方・考え方を働かせて、

概念の形成をする。 

自信がついた 


